
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践 

講座 

シェービングビューティー前面出し 

脱理容チラシ学 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端的にシェービングが「できる」だけでは、より多くの女性に支持され

ず売上には反映されない事実と意味合いを、今こそ直視しなければなり

ません。それはつまり「レディースシェービング」と称するものは、ま

だまだ女性客を呼び込める大きなニーズになっていないと言えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェービング前面の「脱理容色」で価値を周知する 

 

 

新聞折込チラシ B4 両面で印刷。メニューは「一点突破型」の記載が好ましい。「読売」

「朝日」のいずれかの朝刊に、1 回 2,000 枚を、隔週ごとに、同所に連続して折り込む。

チラシはすべて同じ盤面を使い、居地的に情報を刷り込む。効果的なチラシは、紙面の

作りや表現以上に、撒き方にも計画性が必要となる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェービング前面の「脱理容色」で価値を周知する 

 

  

「剃られてうっとり感」「毛は濃くなりません」一番気になる要素を前面に(左)。イメー

ジ画像を大きく配することで理容色を払拭。女性のためのシェービングを強調するな

ら、「剃るとどうなるの」も合わせて書き添えたい。ブライダルシーズン用のチラシは秋

季ならではの施策(下)。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェービング前面の「脱理容色」で価値を周知する 

 

 

 

あえて「男性施術による女性お顔剃り」を一面に(左)。コンシェルジュの風合いを

強調しお試しメニューで誘導。裏面はホディの図解入りで剃る範囲を見せる(上) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェービング前面の「脱理容色」で価値を周知する 

 

  

こちらが考えている以上に女性層はサロンでのシェービングに馴染みがない。といって、

「シェービングをエステで包む」手法は勝ち目を放棄する見せ方なので回避する。自店な

らでは、シェービング主体の「独自価値」を創出して前面に掲げる好例「漆黒の泥剃り」。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェービング前面の「脱理容色」で価値を周知する 

 

  

「かおそり」前面の単純明快路線。あれもこれも「オプションエステ」はリストラして、

骨太コースメニューのみ表記。「和のテイスト」に特化した次世代型ジャパニーズシェ

ービングビューティー。「女性限定」「個室」「本人写真」も顧客共感ポイントに。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いくらデザインがよくても、 

「女性シェービングでございます」だけでは 

チラシは光らない。 
 

 業界全体の宣伝方針は、理容室のＰＲと抱き合わせたレディースシェービング

です。「理容店のお顔剃り」→「理容師にしかできない技術」→「レディースシェ

ービング」一見正しいように見えるこの流れは、女性客目線によるマーケティン

グが欠落しています。新規集客の切り口が旧来パターンのまま、使い古しの世

界観で誘導しても女性はまず動きません。客足が伸び悩むのは「理容室」とい

うキーワードを戦略的に変容させず画一的に用いるからです。 

 

 「レディースシェービング」は、業界ナイズされた出来上がっている言葉です。

概念としてのシェービングを考えると、元来シェービングとは男の髭剃りを表す

もので男性用語に近い。「レディース」を付けたところで「床屋さんでやってる顔

剃り」の域を脱しません。それなら「お顔そり」と書けばわかりやすくて女性受け

しやすい、と考える現場もありますが、業態像や商品名を表す単語としては、言

葉の魅力に乏しく範囲が限定的です。悪くはないが伸びがない。 

 

 女性の日常に溶け込む習慣としてのシェービングには「脱理容色の価値観」が

欲しい。通り一遍の効果を並べた単なるレディースシェービングなら、変わり映

えせずいずれ陳腐化します。女性専門に特化した顔剃り技術とはいえ、これか

ら先は「質」で勝負する時代。数あるエステメニューの一つに埋没させることな

く、「わくわくするような特長を持つオリジナル」をひねり出す。それが、シェービ

ングビューティーに軸足を置く知的マネジメントなのです。 

チラシは載せる内容よりも散らす方法こそ考えなくてはなり

ません。ポスティングや新聞折込は極めて古典手法ですが、

効果的なやり方があります。「同じ所に同じ物を繰り返し配布

する」。スーパーの特売やパチンコの新装開店、グルメのクー

ポンは即日反応が早い。ですがサロンのチラシはそうならず、

レスポンスに時間がかかります。一回やって結果が出ないか

ら辞める、これが一番ダメ。何回も同じ「所×物」で、頻度

を重視して刷り込む！ 繰り返し放映するテレビ CM がいい

例です。最低でも隔週毎に３ヶ月は続けましょう。 
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